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１ 調査の趣旨

県は，１０年度から「茨城県ダイオキシン対策指針」に基づき，県内における都市地

域や工業地域，ごみ焼却施設周辺など，地域の特性に応じたダイオキシン類の実態を把

握するため，県内１８地点において大気，土壌の調査を実施した。

また，継続的な監視を予定している５地点については，コプラナーＰＣＢについて実

態を把握するため，併せて調査を実施した。

２ 調査内容

(1) 調査地点

調査地点は，県内全域の実態を把握するため，人口集積の程度や工業生産高などの

地域特性に応じて選定するとともに，これにごみ焼却施設の周辺を加え，地域的偏り

の無いよう１８地点とした。

なお，土壌については，大気の測定地点又はその近接地点を選定した。

表１ 調査地点

地 域 区 分 市 町 村

都市地域 水戸市，土浦市，下館市，北茨城市，取手市

都市周辺地域 岩間町，大宮町，北浦町，江戸崎町，猿島町

県北山間地域 美和村

工業地域 日立市，神栖町，総和町

ごみ焼却施設周辺 ひたちなか市（２地点），石岡市，玉里村

(2) 調査試料の採取日

ア 大気：春季 １０年６月２５日～２６日又は６月３０日～７月１日の２４時間

夏季 〃 ９月１０日～１１日又は９月１７日～１８日 〃

秋季 〃１１月１９日～２０日又は１１月２５日～２６日 〃

冬季 １１年１月２１日２２日又は１月２６日～２７日 〃

イ 土壌：平成１０年９月１０日又は１７日

（再調査 平成１０年１２月２２日）

(3) 調査方法

環境庁が作成した調査マニュアルに基づき実施した。

ア 大気：有害大気汚染物質測定方法マニュアル（平成９年１０月作成）

イ 土壌：ダイオキシン類に係る土壌調査暫定マニュアル（平成１０年１月作成）
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３ 調査結果

(1) 大気

１８地点の大気の地点別平均値は，０．０５９～０．５７pg-TEQ/ｍ （県平均値３

０．２２pg-TEQ/ｍ ）であり，環境庁の定めた大気環境指針値（年平均０．８pg-TEQ３

/ｍ ）を下回っていた。３

これらの値は，環境庁や全国の自治体が平成９年度に調査した値０．０１０～

１．４pg-TEQ/ｍ （全国平均値０．５５pg-TEQ/ｍ ）と同じ程度又はそれ以下であっ３ ３

た。

１８地点の季節別の平均値は，春季が０．２７pg-TEQ/ｍ ，夏季が０．１６pg-TEQ３

/ｍ ，秋季が０．２７pg-TEQ/ｍ ，冬季が０．２０pg-TEQ/ｍ であり，夏季が僅か３ ３ ３

に低かったが，季節別の濃度に明確な変動は見られなかった。

また，地域区分別の平均値は，都市地域が０．３０pg-TEQ/ｍ ，都市周辺地域が３

０．２４pg-TEQ/ｍ ，県北山間地域が０．０５９pg-TEQ/ｍ ，工業地域が０．２０pg３ ３

-TEQ/ｍ ，ごみ焼却施設周辺が０．１６pg-TEQ/ｍ であり，県北山間地域を除き，地３ ３

域区分別の濃度に明確な差は見られなかった。

なお，コプラナーＰＣＢは，０．００８７～０．０３０pg-TEQ/ｍ （県平均値３

０．０１７pg-TEQ/ｍ ）で，ダイオキシン類の約８％程度であり，環境庁が平成９年３

度に調査した値と同程度であった。

表２ 県内全域の状況 単位：pg-TEQ/ｍ３

最小値～最大値 県平均値

ダイオキシン類濃度 ０．０５９～０．５７ ０．２２

表３ 季節別の状況（平均） 単位：pg-TEQ/ｍ３

春季 夏季 秋季 冬季(6月) （９月） （１１月） （１月）

ダイオキシン類濃度 ０．２７ ０．１６ ０．２７ ０．２０

表４ 地域区分別の状況（平均） 単位：pg-TEQ/ｍ３

都市地域 都市周辺 県北山間 工業地域 ごみ焼却施
地域 地域 設周辺

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類濃度 ０．３０ ０．２４ ０．０５９ ０．２０ ０．１６

(2) 土壌

大気の測定地点又はその近接地点の１８地点における土壌の濃度は，０．１６～

２２０pg-TEQ/gであり，環境庁の提案している土壌の暫定的なガイドライン値（居住

地等において対策をとるべきダイオキシン類の濃度１，０００pg-TEQ/g）を下回って
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いた。

２２０pg-TEQ/gが検出された江戸崎町旧公民館については，実態を確認するため近

接地２地点（南約４０ｍ，北約１７０ｍ）で再調査を実施した結果，１．５及び

２．４pg-TEQ/gと通常の濃度レベルで，広がりはなく局所的なものであった。なお，

２２０pg-TEQ/gが検出された原因については，調査地点近くで焼却跡が確認されたこ

とから焼却した灰の混入の影響が考えられたほか，ダイオキシンの異性体のうちポリ

塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシンの８塩化物が極めて高く，構成比率も８８％を占め

ていることから，過去に使用された農薬（ＰＣＰ等）の影響も考えられたが，特定は

できなかった。

再調査地点を含む２０地点の濃度は，０．１６～２２０pg-TEQ/g（県平均値２２pg

-TEQ/g）であり，環境庁が取りまとめた全国の一般環境の値（０～２７０pg-TEQ/

ｇ）と同程度であった。

また，地域区分別の平均値は，都市地域が９．０pg-TEQ/ｇ，都市周辺地域が４４p

g-TEQ/ｇ，県北山間地域が４．４pg-TEQ/ｇ，工業地域が２２pg-TEQ/ｇ，ごみ焼却施

設周辺地域が３．８pg-TEQ/ｇであり，都市周辺地域が江戸崎町旧公民館の関係で相対

的に高い値を示した。

なお，コプラナーＰＣＢは，０．００１６～４．１pg-TEQ/g（県平均値１．２pg-T

EQ/g）で，ダイオキシン類の約１０％程度であり，近県の調査結果と同程度であった。

表５ 県内全域の状況 単位：pg-TEQ/ｇ

地点数 最小値～最大値 県平均値

ダイオキシン類濃度 ２０ ０．１６～２２０ ２２

表６ 地域区分別の状況（平均） 単位：pg-TEQ/ｇ

都市地域 都市周辺 県北山間 工業地域 ごみ焼却施
地域 地域 設周辺

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類濃度 ９．０ ４４ ４．４ ２２ ３．８

(3) ダイオキシン類の摂取量の推定

今回の大気及び土壌の調査結果から，環境庁の計算方法に基づきダイオキシン類の

平均的な摂取量を推定すると，大気から０．０６６pg-TEQ/kg/日（最大値で０．１７

pg-TEQ/kg/日），土壌から０．０２１pg-TEQ/kg/日（最大値で０．２１pg-TEQ/kg/

日）摂取される。これに，厚生省が実施した平成９年度の食品からの一日摂取量調査

の結果等を加えると，県平均で１．０pg-TEQ/kg/日（最大で１．３pg-TEQ/kg/日）と

なった。

なお，コプラナーＰＣＢの摂取量を検出された最大値を用いて推定すると，大気か

ら０．００９pg-TEQ/kg/日，土壌から０．００４pg-TEQ/kg/日摂取され，これに厚生

省の調査結果を加えると１．５pg-TEQ/kg/日となった。
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ダイオキシン類の推定摂取量は，厚生省の定めた耐容１日摂取量（ＴＤＩ：人が一

生涯摂取しても安全と判断される１日当たり，体重１ｋｇ当たりの摂取量）１０pg-T

EQ/kg/日や環境庁の定めた健康リスク評価指針値（より積極的に維持することが望ま

しい水準）５pg-TEQ/kg/日を十分下回っていた。

また，昨年５月，ＷＨＯが開催した科学者の会合で，ＴＤＩについてコプラナーＰ

ＣＢを含めて最大耐容量を４pg-TEQ/kg/日，最終目標として１pg-TEQ/kg/日を提案し

ているが，今回の調査結果に基づくダイオキシン類とコプラナーＰＣＢの摂取量（最

大で２．８pg-TEQ/kg/日）は，この最大耐容量を十分下回っていた。

表７ ダイオキシン類の摂取量 単位：pg-TEQ/kg/日

ダイオキシン類 ｺﾌﾟﾗﾅｰＰＣＢ 備 考
区 分

平 均 最 大 最 大

大 気 0.066 0.17 0.009 環境庁の「ﾀﾞｲｵｷｼﾝリスク評価検討会」の計算方法

土 壌 0.021 0.21 0.004 環境庁の「土壌中のダイオキシン類に関する検討会」の計算方法

食 品 0.96 1.45 厚生省の食品からの一日摂取量調査結果（９年度）

水 0.001 － 環境庁の「ﾀﾞｲｵｷｼﾝリスク評価検討会」のデータ

合 計 1.0 1.3 1.5

(4) ２重測定結果

測定データの精度を一層確保するため，大気１地点，土壌２地点について２重測定

を行った。

その結果，２重測定の測定値の差は，いずれも調査マニュアルで定めた３０％以内

であり，測定精度は確保されていた。

表８ ２重測定結果

ダイオキシン類 コプラナーＰＣＢ
測定媒体

測定値 測定値の差 測定値 測定値の差

大 気 水戸市 ① 0.16 ② 0.14 １３ ％ ① 0.013 ② 0.011 １７％（夏季）

土 壌 水戸市 ① 12 ② 11 ９ ％ ① 4.1 ② 3.4 １９％

玉里村 ① 5.5 ② 5.5 ０ ％ － － －

（注）２重測定：データの信頼性を確保するため，大気については，同じ方法により同

時に２つの試料を採取し，同じ分析方法により測定すること。

土壌については，同一試料を同じ分析方法により２回測定すること。
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表９ 大気の調査結果（ダイオキシン類）

検出濃度(pg-TEQ/ｍ )３

地域区分 調査市町村 備 考
平均値 春季 夏季 秋季 冬季

都市地域 水戸市 0.18 0.38 0.16 0.14 0.046(県公害技術センター）
○ 平成９年度全国の大気環

土浦市 0.39 0.34 0.21 0.49 0.50 境濃度(ダイオキシン類)（土浦小学校）
（環境庁及び自治体の調査）

下館市 0.57 0.78 0.32 0.27 0.91 ・地点数 68（市役所）
・平均値 0.55pg-TEQ/ｍ３

北茨城市 0.083 0.15 0.12 0.058 0.0026 ・最小値 0.010 〃（市役所）
・最大値 1.4 〃

取手市 0.29 0.27 0.16 0.47 0.25（市役所）

（平均） (0.30) (0.38) (0.19) (0.29) (0.34)

都市周辺 岩間町 0.14 0.24 0.12 0.092 0.10（旧町役場）
地域

大宮町 0.079 0.15 0.078 0.057 0.032（町役場）

北浦町 0.20 0.066 0.10 0.57 0.083（町役場）

江戸崎町 0.25 0.32 0.12 0.24 0.31（江戸崎町旧公民館）

猿島町 0.51 0.48 0.28 0.90 0.38（町役場）

（平均） (0.24) (0.25) (0.14) (0.37) (0.18)

県北山間 （美和中学校）地域 美和村 0.059 0.11 0.066 0.037 0.023

工業地域 日立市 0.066 0.070 0.13 0.018 0.045（おおくぼ児童公園）

神栖町 0.14 0.15 0.076 0.21 0.13（神栖消防署）

総和町 0.40 0.70 0.25 0.40 0.23（町役場）

（平均） (0.20) (0.31) (0.15) (0.21) (0.14)

ごみ焼却 ひたちなか市 0.13 0.11 0.12 0.13 0.16（前渡小学校）
施設周辺

ひたちなか市 0.14 0.10 0.22 0.18 0.070（三反田小学校）

石岡市 0.19 0.20 0.14 0.30 0.13（高浜小学校）

玉里村 0.17 0.19 0.12 0.21 0.14（高崎集落センター）

（平均） (0.16) (0.15) (0.15) (0.21) (0.13)

県 平 均 0.22 0.27 0.16 0.27 0.20
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表１０　大気の調査結果（コプラナーＰＣＢ）                                           

　　　　検出濃度(pg-TEQ/ｍ３) ｺﾌ ﾗ゚ﾅー PCB

地域区分  調査市町村  /ﾀ ｲ゙ｵｷｼﾝ類 　　　備　考

平均値  春季  夏季  秋季  冬季 (%)

都市地域 水戸市(県公害技術ｾﾝﾀｰ) 0.014 0.031 0.013 0.011 0.0013    7.8

○平成９年度全国の

土浦市(土浦小学校) 0.021 0.028 0.014 0.035 0.0077    5.4   大気環境濃度(コプ

  ラナーＰＣＢ)

下館市(市役所) 0.030 0.066 0.019 0.022 0.013    5.3   (環境庁調査)

・地点数 10

工業都市 日立市(おおくぼ児童公園) 0.0087 0.017 0.0081 0.0079 0.0018   13.2 ・平均値 0.014 pg-TEQ/g

・最小値 0.0044 〃

神栖町(神栖消防署) 0.011 0.019 0.0061 0.012 0.0050    7.9 ・最大値 0.026  〃

     県  平　均 0.017 0.032 0.012 0.018 0.0058    7.9
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表１１ 土壌の調査結果

ダイオキ コプラナ ｺﾌﾟﾗﾅｰＰＣ
地域区分 調査市町村 シン類 ーＰＣＢ Ｂ／ダイオ 備 考

(pg /g) (pg /g) キシ（％）-TEQ -TEQ

都市地域 水戸市 12 4.1 34(県公害技術センター）
○環境庁の土壌中のダ

土浦市 0.16 0.0016 1.0 イオキシン類に関す（土浦小学校）
る検討会(第一次報

下館市 16 1.1 6.9 告）（市役所）
（環境庁取りまとめ）

北茨城市 8.3 － － ・発生源周辺以外（市サッカー・ラグビー場）
・地点数 183

取手市 8.4 － － ・最小値 0 pg-TEQ/g（市役所）
・最大値 270 〃

（平均） （9.0） － －

都市周辺 岩間町 11 － －（旧町役場）
地域

大宮町 48 － －（町役場）

北浦町 10 － －（町役場）

江戸崎町 220 － －（①江戸崎町旧公民館）

〃 2.4 － －再調査（②旧公民館の南約４０ｍ民地）

〃 1.5 － －再調査（③旧公民館の北約１７０ｍ江戸崎小学校）

猿島町 18 － －（町役場）

(平均） （44） － －

県北山間 （美和中学校）地域 美和村 4.4 － －

工業地域 日立市 3.6 0.17 4.7（おおくぼ児童公園）

神栖町 36 0.74 2.1（神の池陸上競技場）

総和町 27 － －（町役場）

（平均） （22） － －

ごみ焼却 ひたちなか市 3.6 － －（前渡小学校）
施設周辺

ひたちなか市 3.0 － －（三反田小学校）

石岡市 2.9 － －（高浜小学校）

玉里村 5.5 － －（高崎集落センターの北北東約１９０ｍ民地）

（平均） （3.8） － －

県 平 均 22 1.2 9.7
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参考資料 ダイオキシン類の環境調査データ

１ 大気

(1) ダイオキシン類

① 環境庁調査
単位：pg-TEQ/m3

平均値（最小値～最大値）
地域分類

Ｈ２ Ｈ４ Ｈ６ Ｈ８ Ｈ９

工業地域近傍住宅地域 ０．５７ ０．６３ ０．６３ １．００ ０．１８
(0.11～1.12) (0.12～1.03) (0.10～1.33) (0.38～1.67) (0.17～0.18)

大都市地域 ０．６７ ０．６０ ０．３７ １．０２ ０．３２
(0.02～2.73) (0.04～1.37) (0.03～1.10) (0.30～1.65) (0.01～0.50)

中都市地域 ０．７１ ０．３６ ０．２０ ０．８２ ０．１６
(0.01～1.16) (0.01～1.36) (0.01～0.60) (0.05～1.56) (0.12～0.21)

バックグラウンド地域 ０．１９ ０．０１ ０．０２ ０．０７ ０．０９５
(0.01～0.46) (0.00～0.02) (0.01～0.04) (0.05～0.10) (0.01～0.18)

沿道地域（沿道） － － － － ０．４７
(0.14～0.80)

沿道地域（後背地） － － － － ０．３８
(0.11～0.64)

全体 ０．６４ ０．５４ ０．４０ ０．９４ ０．２７
(0.01～2.73) (0.00～1.37) (0.01～1.33) (0.05～1.67) (0.01～0.80)

（注）１ 測定地点は年度ごとに変更している場合があるので，同一地点の経年変化を表すわけではない。
２ 本県調査：神栖町（Ｈ８）０．７１pg-TEQ/m3

３ 調査地点数 Ｈ８以前－工業地帯近傍住宅地域：６，大都市地域：６，中小都市地域：６，バックグラウンド地域：３，計２１地点
Ｈ９以降－工業地帯近傍住宅地域：２，大都市地域：４，中小都市地域：２，バックグラウンド地域：２，沿道：２，後背地：２，計１４地点

② 環境庁取りまとめ
単位：pg-TEQ/m3

Ｈ９
地域分類

地点数 平均値 最小値～最大値

一般環境 ６３ ０．５５ ０．０１０～１．４

発生源周辺 ２ ０．５８ ０．４０～０．７５

沿道 ３ ０．４７ ０．１４～０．８０

全体 ６８ ０．５５ ０．０１０～１．４

（注）１ 自治体と環境庁（Ｈ９）の調査結果の集計（環境庁公表）
２ 夏冬を含む年２回以上のもの
３ 大気環境指針値（０．８pg-TEQ/m ）の達成率 Ｈ９：７９％（５４／６８）3
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(2) コプラナーＰＣＢ（環境庁調査）

単位：pg-TEQ/m3

Ｈ９
地域分類

地点数 平均値 最小値～最大値

工業地域近傍住宅地域 ２ ０．０１２ ０．０１２～０．０１３

大都市地域 ４ ０．０２０ ０．００５９～０．０２７

中都市地域 ２ ０．０１２ ０．００８３～０．０１５

バックグラウンド地域 ２ ０．００６３ ０．００４４～０．００８３

全体 １０ ０．０１４ ０．００４４～０．０２７
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２ 土壌

( ) ダイオキシン類（環境庁取りまとめ）1

《 単位： ｇ概況調査》 pg-TEQ/
都 道 府 県 名 測 定 測定結果 公 表 調査主体 備 考

地点数 最低値 最高値 年月日

埼玉県 県内 県10 9.4 39 H10.7.17
所沢市 市12 14 48 H10.5.8
杉戸町 町7 3.4 270 H10.5.25
入間市 市6 5.3 69 H10.4
朝霞市 ( ) ( ) ( ) 市 ～ の土壌を調査5 9.8 160 H9.10.3 0 2cm
和光市 市3 7.7 10 H10.6.1
新座市 市3 3.7 26 H10.4.15
鶴ヶ島市 市5 2.8 62 H10.5
日高市 市7 8.6 240 H10.6
宮代町 町3 1.0 8.5 H10.5
大井町 町4 2.1 66 H10.7.1
越谷市 市5 3.4 19 H10.4.7
秩父市 環境庁6 1.2 12 H10.10.23

千葉県 柏市 （ ） （ ） 市 ～ の土壌を調査10 0.14 43 H10.4.26 0 2cm（ ）

〃 〃 〃 ～ の土壌を調査10 0.12 21 0 5cm
市原市 － 市1 3 H10.4.1

東京都 渋谷区 区4 0.48 73 H10.3.11
〃 〃4 5.4 18 H10.10

大阪府 堺市 市2 7.0 34 H10.2.10
〃 〃8 0.17 5.8 H10.8.21
枚方市 市2 5.8 7.5 H9.11.10
大阪市 市3 2.6 7.2 H10.6.15

兵庫県 県内 県30 0 18 H10.4.17
神戸市 市2 1.2 1.4 H10.5.11
姫路市 市2 0.21 0.97 H10.5.1
明石市 市6 0.12 2.1 H10.8.18

岡山県 県内 県5 1.7 8.6 H10.5.7
倉敷市 － 市1 8.6 H10.4
岡山市 － 市1 1.7 H10.5.7

愛媛県 松山市 愛媛大学24 0.6 56 H09.6.4
福岡県 県内 7 1.7 65 H4.5.21 福岡県保健環境研究所

全 体 183 0 270
（注）農地を含む調査は除いた。

( ) コプラナーＰＣＢ（埼玉県調査）2
単位： ｇpg-TEQ/

調査年度 調査地点数 最小値 最大値

Ｈ９ １０ ０．４１ １．８


